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昭
和
六
年
の
流
行
り
も
の�

─
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
─

ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
と
は
、
ト
ム
サ
ム
ゴ
ル

フ
・
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、

ゴ
ル
フ
場
を
小
さ
く
し
て
手
軽
に
し
た
も
の

で
、
後
述
の
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場

は
、
屋
外
で
は
広
く
て
一
万
坪
、
屋
上
・
室

内
な
ど
に
も
設
置
さ
れ
た
。

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
流
行
は
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
や
っ
て
き
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で

は
、
一
九
二
六
年
頃
、
テ
ネ
シ
ー
州
の
フ
ェ

ア
リ
ー
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
経
営
者
が
設
置
し

た
子
供
向
け
の
コ
ー
ス
か
ら
始
ま
り
、
次
第

に
大
人
も
プ
レ
ー
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
ま
た
棉
実
殻
を
グ
リ
ー
ン
に
入
れ
る
特

許
を
取
得
し
て
大
々
的
に
売
り
出
し
た
結
果
、

二
九
年
に
は
全
米
各
地
に
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場

が
出
来
た
と
い
う
。
こ
の
経
営
者
は
、「
ト

ム
サ
ム
ゴ
ル
フ
」
と
し
て
特
許
を
取
得
し
た

が
、
全
米
へ
の
広
が
り
に
如
何
と
も
し
得
な

か
っ
た
と
い
う
（
西
村
貫
一
一
九
三
一
年
、

ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
研
究
会
一
九
三
一
年
）。

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
〇
月
に
発
行

さ
れ
た
『
大
横
浜
』
第
二
七
巻
第
六
号
で
は
、

米
国
雑
誌
の
摘
録
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
爆

発
的
な
流
行
と
な
っ
て
い
る
様
子
を
紹
介
し

て
い
る
。「
米
国
で
は
旋
風
的
の
人
気
を
博

し
猫
も
杓
子
も
そ
れ
に
熱
狂
」
し
、
全
米
に

三
万
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
今
も
「
雨
後
の
筍

の
や
う
に
」
増
加
し
て
い
る
。
不
景
気
の
時

代
に
、
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
は
ど
れ
も
大
繁
盛

な
の
で
、
ビ
ル
の
屋
上
、
空
き
家
、
空
き
劇

場
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
空
き
地
が
あ
れ
ば
、

た
ち
ま
ち
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
改
造
さ
れ
る
有

様
だ
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
賭
博
の
流

行
や
夜
間
の
騒
音
な
ど
社
会
問
題
を
引
き
起

こ
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
、「
英
国
に

も
渡
つ
て
こ
ゝ
で
も
ま
た
熱
狂
的
流
行
を
誇

つ
て
」、日
本
に
も
渡
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
上
陸

日
本
に
お
け
る
最
初
の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場

は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
〇
月
、
下

羽
寅
吉
が
東
京
芝
浦
に
開
設
し
た
一
八
ホ
ー

ル
、
七
〇
坪
ほ
ど
の
コ
ー
ス
だ
と
い
う
（
下

羽
寅
吉
一
九
三
一
年
）。
東
京
市
で
は
三
一

年
三
月
後
半
に
は
、
二
七
箇
所
の
コ
ー
ス
が

出
来
て
お
り
（
読
売
三
・
二
三
）、
そ
の
後

も
増
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

関
西
で
は
、
三
〇
年
一
二
月
、
大
阪
市
京

町
堀
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
屋
上
に
開
設
さ
れ
た
も

の
が
最
初
と
い
い
、
そ
の
後
、
大
阪
・
神
戸
・

京
都
な
ど
に
多
く
の
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
た

（
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
研
究
会
一
九
三
一
年
）。

三
一
年
一
〇
月
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
社
屋
と

し
て
建
設
さ
れ
た
朝
日
ビ
ル
で
は
、
屋
上
が

冬
は
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
、
夏
は
ベ
ビ
ー
ゴ
ル

フ
場
に
な
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
大
阪
朝

日
一
〇
・
二
六
）。

同
年
六
月
頃
に
は
、「
東
京
市
及
び
郊
外

を
含
め
て
六
十
余
の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
が
経

営
さ
れ
て
ゐ
る
。
横
浜
市
や
名
古
屋
関
西
方

面
を
入
れ
る
と
百
四
、
五
十
箇
所
」
く
ら
い

あ
っ
た
と
い
う
（
商
店
界
編
集
部
一
九
三
一

年
八
月
）。

ま
た
、「
家
庭
で
こ
さ
へ
て
遊
び
ま
せ
う
」

と
、
廃
材
等
を
使
っ
て
「
近
ご
ろ
大
流
行
の

ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
」
を
家
庭
で
遊
べ
る
よ
う
に

す
る
製
作
記
事
（
読
売
三
・
一
一
）
や
、
家

の
中
や
庭
で
遊
べ
る
よ
う
に
障
害
物
や
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
ブ
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
、
二
円
三

〇
銭
ぐ
ら
い
の
子
供
用
の
製
品
も
出
て
き
て

い
た
（
朝
日
六
・
一
四
）。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

に
は
、
大
流
行
と
な
っ
て
い
た
。

県
内
各
地
に
設
立

神
奈
川
県
内
で
は
、
二
月
頃
か
ら
ベ
ビ
ー

ゴ
ル
フ
場
の
名
前
が
新
聞
に
登
場
す
る
よ
う

に
な
る
。
最
初
は
、
横
浜
市
の
関
内
地
区
が

記
事
と
な
っ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
こ
と
に

し
て
、
先
ず
、
県
内
各
地
に
出
来
て
い
く
様

子
を
見
て
い
こ
う
。

二
月
二
八
日
に
は
、
横
須
賀
市
の
記
念
艦

三
笠
の
正
門
前
埋
立
工
事
が
五
月
頃
に
完
成

す
る
の
で
、
三
笠
保
存
会
で
は
ベ
ビ
ー
ゴ
ル

フ
場
を
作
っ
て
見
学
者
を
賑
わ
す
一
策
と
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
じ
て
い
る（
横
貿
二
・

二
八
）。

横
須
賀
市
で
は
、
三
月
に
は
、
市
議
新
野

勇
吉
が
若
松
海
岸
に
計
画
し
て
い
た
ベ
ビ
ー

ゴ
ル
フ
場
が
竣
成
し
、
二
九
日
に
盛
大
な
開

場
式
を
行
う
予
定
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
（
横

貿
三
・
二
六
）、
四
月
五
日
の
記
事
で
は
、

観
念
寺
海
岸
埋
立
地
野
球
場
の
横
に
造
ら
れ

た
同
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
は
、
約
二
〇
〇
坪
の

広
さ
の
コ
ー
ス
に
、
半
島
名
勝
三
崎
・
城
ヶ

島
・
ペ
ル
リ
記
念
碑
・
鎌
倉
の
大
仏
・
浪
子

不
動
・
追
浜
航
空
隊
号
が
造
ら
れ
て
お
り
、

三
月
二
九
日
に
開
場
し
て
少
年
や
婦
人
を
喜

ば
せ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
た
（
横
貿
）。
四

月
三
日
に
は
、「
今
三
日
開
場
の
横
須
賀
ベ

ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
」
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
着
物
姿
の
女
性
が
プ
レ
ー
を
し
て
い
る

様
子
と
そ
れ
を
見
物
し
て
い
る
人
々
、
後
ろ

に
は
燈
台
ら
し
き
も
の
が
写
っ
て
い
る
（
横

貿
）。こ

の
よ
う
に
新
た
に
造
ら
れ
る
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
既
存
の
施
設
で
も
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
鶴
見
の
花
月
園
で
は
、
四
月
一

日
よ
り
「
従
来
は
子
供
の
園
と
し
て
昼
間
の

み
開
園
し
て
居
り
ま
し
た
が
京
浜
間
に
大
人

用
の
娯
楽
遊
園
が
有
り
ま
せ
ん
故
午
後
六
時

よ
り
夜
間
を
無
料
開
放
」
す
る
と
し
て
、
玉

突
・
ピ
ン
ポ
ン
・
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
・
活
動
写

真
・
演
芸
館
の
施
設
を
挙
げ
て
広
告
を
出
し

て
い
る
（
横
貿
三
・
一
〇
）。
五
月
の
「
郊

外
散
歩
好
時
季
」
に
出
し
た
広
告
（
図
参
照
）

で
も
、「
園
中
の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
。
室
内
野
球
。

花月園の広告（『横浜貿易新報』5月2日）
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乗
馬
。
ダ
ン
ス
は
共
に
健
康
増
進
の
遊
戯
で

あ
り
ま
す
」
と
宣
伝
を
し
て
い
る
。
同
年
発

行
の
案
内
図
に
よ
る
と
、
舟
遊
び
が
で
き
る

池
を
挟
ん
で
、
歌
劇
場
の
向
か
い
側
に
ベ
ビ

ー
ゴ
ル
フ
場
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
斎
藤
美

枝
二
〇
〇
七
年
）。
ま
た
、
東
京
の
例
で
あ

る
が
、
多
摩
川
園
が
「
安
全
な
お
花
見
」
と

い
う
広
告
の
中
で
「
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
・
完

成　

独
特
の
コ
ー
ス
ナ
ル
」
と
記
し
て
い
る

（
横
貿
四
・
三
）。
こ
の
よ
う
に
、
既
存
の

遊
園
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

夏
に
は
県
内
各
地
に
海
水
浴
場
が
開
設
さ

れ
た
が
、
そ
こ
で
も
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
の
名

前
が
あ
が
っ
て
い
る
。
三
浦
郡
逗
子
町
で
は
、

五
月
一
五
日
に
逗
子
海
岸
の
海
水
浴
場
更
衣

所
、
喫
茶
店
、
遊
技
場
の
設
置
出
願
を
締
め

切
っ
た
が
、
一
三
五
件
の
出
願
に
は
、
射
的
、

撞
球
、
半
弓
、
球
投
げ
な
ど
の
遊
技
場
の
他

に
、
新
し
い
施
設
と
し
て
、
東
京
中
野
町
の

会
社
員
が
岸
別
荘
下
の
海
岸
に
ベ
ビ
ー
ゴ
ル

フ
場
の
設
置
を
出
願
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ

た
（
横
貿
五
・
一
六
）。

湘
南
電
鉄
が
設
置
す
る
馬
堀
海
水
浴
場

（
横
須
賀
市
）
に
つ
い
て
も
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
六
月
一
一
日
、
四
〇
〇
坪
の
海
の
家
を

建
設
す
る
予
定
で
官
有
地
使
用
に
つ
い
て
県

か
ら
認
可
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
隣
接
し
た
砂

地
一
五
〇
坪
の
使
用
許
可
を
提
出
し
た
が
、

こ
の
地
に
は
海
水
浴
客
の
た
め
に
ベ
ビ
ー
ゴ

ル
フ
場
を
設
置
す
る
た
め
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
（
横
貿
六
・
一
三
）。

ま
た
、
高
座
郡
茅
ヶ
崎
町
で
も
湘
南
地
方

遊
覧
客
・
海
水
浴
避
暑
客
を
呼
び
込
む
一
策

と
し
て
、
新
田
信
町
長
の
提
唱
で
、
茅
ヶ
崎

駅
裏
の
海
岸
か
ら
二
町
（
約
二
二
〇
メ
ー
ト

ル
）
の
と
こ
ろ
に
あ
る
庭
園
地
を
利
用
し
て
、

ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、

神
奈
川
県
都
市
計
画
課
太
田
謙
吉
技
師
に
設

計
を
依
頼
し
、
具
体
案
が
出
来
た
の
で
近
日

着
工
す
る
予
定
と
報
じ
ら
れ
た
。
敷
地
は
三

〇
〇
坪
、
築
山
、
泉
水
、
池
、
四
阿
、
ベ
ン

チ
、
飛
石
、
藤
棚
な
ど
を
配
置
し
た
計
画
で

あ
っ
た
（
横
貿
七
・
一
七
）。
中
郡
大
磯
町

で
も
西
村
と
い
う
人
物
が
、
北
本
町
の
空
き

地
一
〇
〇
余
坪
を
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
と
し
て

使
用
す
る
と
し
て
申
請
（
同
）、
八
月
に
は
、

一
日
か
ら
開
業
し
避
暑
客
の
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
横
貿
八
・

二
）。そ

の
他
に
も
、
川
崎
市
で
は
市
内
の
直
井

勝
蔵
が
、
体
育
奨
励
と
娯
楽
を
兼
ね
て
、
省

線
川
崎
駅
前
の
カ
フ
ェ
ー
松
葉
屋
裏
に
約
二

〇
〇
坪
の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
を
設
置
し
、
開

場
に
は
市
長
代
理
が
始
球
式
を
行
っ
て
い
る

（
横
貿
七
・
一
二
、
七
・
二
三
）。

こ
の
よ
う
に
、
県
内
各
地
に
続
々
と
造
ら

れ
て
い
た
。

新
た
な
税
源
と
し
て

神
奈
川
県
で
は
、
同
年
二
月
、
麻
雀
・
ベ

ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
・
魚
釣
・
射
的
・
撞
球
な
ど

の
遊
技
場
の
料
金
が
不
統
一
で
共
倒
れ
と
な

る
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
遊
技
場

の
組
合
設
立
な
ど
を
認
め
る
「
遊
技
場
取
締

規
則
」
の
改
正
を
行
っ
た
（
横
貿
二
・
二
一
）。

一
方
、
流
行
に
伴
っ
て
、
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ

場
か
ら
徴
収
す
る
税
額
を
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
動
き
も
出
て
き
て
い
た
。

四
月
、
政
府
は
地
方
税
な
ど
の
整
理
を
す

る
た
め
に
、
税
制
整
理
準
備
委
員
会
を
設
置

し
た
。
六
月
の
報
道
で
は
、
内
務
省
案
で
は
、

家
屋
税
の
国
税
化
や
い
く
つ
か
の
雑
種
税
の

減
額
・
廃
止
な
ど
に
よ
り
減
少
し
た
分
を
、

所
得
税
付
加
税
や
新
た
な
雑
種
税
の
新
設
に

よ
り
捻
出
す
る
と
し
、
新
税
目
と
し
て
ゴ
ル

フ
税
・
野
球
観
覧
税
と
共
に
、
遊
戯
場
税
と

し
て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
マ
ー
ジ
ャ
ン
ク
ラ

ブ
・
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
が
対
象
と
し
て
挙
が

っ
て
い
た
（
中
外
商
業
新
報
六
・
二
一
、
国

民
新
聞
六
・
二
五
）。

神
奈
川
県
で
は
、「
最
近
プ
チ
・
ブ
ル
階

級
の
娯
楽
機
関
と
し
て
ベ
ビ
ー
・
ゴ
ル
フ
が

猛
烈
な
る
勢
ひ
で
流
行
し
県
下
各
所
に
続
々

と
し
て
ベ
ビ
ー
・
ゴ
ル
フ
場
が
新
設
さ
れ
る

の
で
、
鵜
の
目
鷹
の
目
で
税
源
を
物
色
し
て

ゐ
る
県
で
は
、
早
く
も
こ
れ
に
課
税
す
る
こ

と
」
に
し
た
。
し
か
し
、
現
行
で
は
、
ベ
ビ

ー
ゴ
ル
フ
場
は
そ
の
他
の
遊
技
場
に
あ
た
り
、

広
狭
に
か
か
わ
ら
ず
月
税
二
円
六
〇
銭
の
み

な
の
で
、
県
会
を
待
た
ず
参
事
会
に
お
い
て

雑
種
税
に
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
税
を
新
設
し
、
三

〇
坪
以
下
五
円
、
三
〇
坪
以
上
は
一
〇
坪
を

増
加
す
る
毎
に
一
円
を
増
加
す
る
案
を
検
討

中
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
横
貿
六
・

一
六
）。
こ
れ
に
対
し
「
営
業
者
は
ビ
ツ
ク

リ
」
し
て
、
先
述
の
横
須
賀
市
議
新
野
勇
吉

を
中
心
と
し
て
場
主
が
集
ま
り
組
合
を
結
成

し
、「
新
税
反
対
に
猛
進
す
る
筈
」
と
報
じ

ら
れ
た
（
横
貿
六
・
二
〇
）。
こ
の
よ
う
に
、

ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
は
組
合
を
結
成
す
る
ま
で

に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
の
参
事
会
に
お
け

る
議
論
は
分
か
ら
な
い
が
、
同
年
一
〇
月
の

課
目
課
額
告
示
に
は
、
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
は
入

っ
て
い
な
い
（『
神
奈
川
県
公
報
』
五
一
四
、

三
一
年
一
〇
月
二
七
日
）。

東
京
府
で
も
同
年
一
一
月
、
ベ
ビ
ー
ゴ
ル

フ
税
が
野
球
観
覧
税
・
タ
ン
ク
税
と
共
に
、

新
税
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
読
売
一
一
・

二
〇
）。

と
こ
ろ
で
、
神
奈
川
県
で
は
、
税
と
は
直

接
関
わ
り
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
話
も
あ

る
。
県
知
事
山
縣
治
郎
は
「
外
人
関
係
に
対

す
る
社
交
振
り
は
満
点
で
在
浜
外
人
か
ら
非

常
な
る
好
感
を
以
て
迎
へ
ら
れ
て
ゐ
る
」
が
、

こ
の
た
び
「
外
人
向
き
の
娯
楽
機
関
と
し
て

目
下
流
行
し
つ
ゝ
あ
る
」
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場

を
紅
葉
ヶ
丘
官
邸
の
庭
に
造
る
こ
と
に
し
、

県
営
繕
課
に
命
じ
、
設
計
図
が
出
来
上
が
っ

た
の
で
着
工
す
る
予
定
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
同
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
は
約
四
〜
五

〇
〇
坪
で
、
サ
ザ
ン
カ
や
ツ
ツ
ジ
を
植
え
て
、

土
橋
、
鳥
居
、
燈
籠
を
点
在
さ
せ
た
「
モ
ダ

ン
」
な
計
画
で
あ
っ
た
と
い
う
（
横
貿
四
・

一
〇
）。
山
縣
治
郎
は
、
一
九
二
九（
昭
和
四
）

年
七
月
か
ら
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
月
ま
で

県
知
事
を
務
め
、
湘
南
遊
歩
道
建
設
な
ど
に

よ
り
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
行
っ
て
い
た
。

関
内
の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場

横
浜
市
で
は
、
二
月
、
関
内
地
区
に
ベ
ビ

ー
ゴ
ル
フ
場
が
で
き
、
新
聞
に
広
告
を
掲
載

し
て
い
る
。
神
奈
川
県
内
で
は
、
早
い
時
期

の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
で
あ
る
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
横
浜
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
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ナ
ル
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
と
い
う
名

前
で
、
ブ
レ
ー
キ
と
い
う
人
物
が
約
八
〇
〇

〇
円
を
投
じ
て
、
設
計
を
戸
野
琢
磨
事
務
所

に
依
頼
し
山
下
町
五
三
に
開
設
し
た
（
横
貿

二
・
八
）。
戸
野
は
早
稲
田
大
で
教
鞭
を
と

る
一
方
、
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
日
本
で

最
初
と
な
る
造
園
建
築
設
計
事
務
所
を
開
設

し
て
い
た
（
金
井
格
一
九
八
五
）。
こ
の
「
尖

端
に
立
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
／
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
」
は
約
三
〇
〇
坪
の
面
積
を
も
ち
、

「
東
洋
一
の
広
さ
と
設
備
の
完
全
を
誇
る

優
雅
高
尚
に
し
て
興
味
の
深
い
」
一
八
ホ
ー

ル
、
午
前
九
時
か
ら
日
没
ま
で
開
場
し
、
一

ゲ
ー
ム
は
約
二
〇
分
、
料
金
は
第
一
ラ
ウ
ン

ド
で
は
一
人
五
〇
銭
、
第
二
で
は
四
〇
銭
、

見
学
の
み
の
入
場
料
は
二
〇
銭
で
あ
っ
た
。

二
月
七
日
の
午
後
二
時
か
ら
開
場
披
露
が
行

わ
れ
て
い
る
。

次
に
確
認
で
き
る
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
は
四

月
に
な
る
。
四
月
二
日
に
は
、
横
浜
公
園
ス

タ
ン
ド
前
、
山
下
町
二
二
三
「
横
浜
ト
ム
サ

ム
・
ゴ
ル
フ
場
」
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
、「
散

歩
の
お
序
に
／
是
非
一
度
御
立
寄
り
下
さ
い

／
一
九
三
一
年
の
尖
端
を
ゆ
く
／
高
尚
、
優

美
な
ス
ポ
ー
ツ
／
ど
な
た
に
も
出
来
て
愉
快

で
／
と
て
も
シ
ー
ク
な
戸
外
運
動
で
す
／
ゲ

ー
ム
を
御
存
じ
な
い
方
に
は
／
懇
切
に
お
教

へ
い
た
し
ま
す
」
と
載
せ
て
い
る
。
同
日
の

記
事
で
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
あ
た
り
の
と
同

様
本
格
的
で
規
模
も
大
き
く
一
般
ゴ
ル
フ
愛

好
家
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
愉

快
な
高
尚
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
婦
人
間
に
も

評
判
」
と
書
い
て
い
る
（
横
貿
四
・
二
）。

五
日
に
も
、「
次
か
ら
次
へ
と
出
来
る
ベ
ビ

ー
・
ゴ
ル
フ
場
に
超
比
例
し
て
ゴ
ル
フ
の
大

衆
化
は
す
ば
ら
し
い
勢
ひ
」
で
賑
わ
い
は
大

変
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、「
三
百
余
坪
十

八
コ
ー
ス
の
大
規
模
で
」、「
ド
ラ
イ
ブ
の
距

離
が
な
い
だ
け
で
ゴ
ル
フ
の
真
味
に
欠
く
る

所
が
な
い
」
と
し
て
、「
紳
士
淑
女
学
生
小

供
」
だ
け
で
な
く
「
横
浜
の
球
界
の
元
老
さ

ん
連
」
も
大
勢

や
っ
て
き
て
、

「
小
岩
井
御
大

が
レ
コ
ー
ド
を

作
つ
て
鼻
高
々

の
由
」
と
報
じ

ら
れ
て
い
る

（
横
貿
四
・

五
）。横

浜
の
ベ
ビ

ー
ゴ
ル
フ
場
は
、

七
月
後
半
の
報

道
で
は
四
箇
所

で
あ
っ
た
（
横

貿
七
・
二
四
）。

表
に
あ
る
よ
う
に
山
下
町
二
二
三
─
一
、
五

三
の
他
に
、
山
下
町
一
三
六
に
「
サ
ロ
ン
ベ

ビ
ー
ゴ
ル
フ
」、
桜
木
町
一
─
一
に
「
桜
木

ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
」
が
あ
っ
た
。
山
下
町
は

震
災
復
興
が
遅
か
っ
た
の
で
、
適
地
が
多
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

神
奈
川
県
選
手
権
大
会

こ
の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
の
流
行
は
、「
１
９

３
１
年
の
モ
ダ
ン
紳
士
淑
女
の
間
に
百
パ
ー

セ
ン
ト
の
魅
力
を
持
た
れ
て
来
た
」（
横
貿

七
・
二
四
）
と
言
わ
れ
る
ま
で
と
な
り
、
人

気
に
乗
じ
て
、
全
国
各
地
で
選
手
権
大
会
が

開
催
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

神
奈
川
県
の
最
初
の
大
会
は
、
次
の
要
領

で
開
催
さ
れ
る
と
報
じ
ら
れ
た
（
同
）。
場

所
は
、
山
下
町
二
二
三
の
横
浜
ト
ム
サ
ム
・

ゴ
ル
フ
場
、
七
月
二
五
日
か
ら
八
月
七
日
ま

で
に
参
加
権
者
を
決
定
し
、
そ
の
後
、
選
手

権
大
会
を
開
催
す
る
。
参
加
権
は
、
男
子
は

一
八
コ
ー
ス
を
打
撃
数
七
〇
点
以
下
の
者
を

高
得
点
者
か
ら
順
に
三
二
名
、
女
子
は
同
様

に
打
撃
数
八
〇
点
以
下
か
ら
決
め
る
と
し
、

こ
の
第
一
回
の
優
勝
者
に
は
、
横
浜
貿
易
新

報
社
提
供
の
優
勝
杯
が
、
高
得
点
者
に
は
賞

牌
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の

後
、
こ
の
コ
ー
ス
で
は
参
加
権
を
狙
っ
て
ベ

ビ
ー
ゴ
ル
フ
を
プ
レ
ー
す
る
者
が
増
え
た
と

い
う
。
ま
た
、「
そ
の
ス
マ
ー
ト
ネ
ス
が
１

９
３
１
年
型
の
女
性
の
気
持
に
ピ
ツ
タ
リ
来

る
の
か
」
女
性
フ
ァ
ン
が
多
く
な
っ
た
と
い

う
（
横
貿
八
・
五
）。

こ
の
選
手
権
大
会
は
一
五
日
に
行
わ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
同
日
の
記
事
で
は
、
午
後
六

時
か
ら
行
わ
れ
、
出
場
者
は
一
二
日
ま
で
に

四
六
〜
五
九
点
の
三
二
名
で
あ
る
と
報
じ
て

い
る
（
横
貿
八
・
一
五
）。

一
〇
月
に
は
、
第
二
回
選
手
権
大
会
の
予

告
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
横
貿
一
〇
・
二
）。

第
二
回
も
前
回
同
様
に
、
会
場
は
横
浜
ト
ム

サ
ム
・
ゴ
ル
フ
場
で
、
二
日
か
ら
予
選
が
行

わ
れ
、
一
〇
月
一
五
日
に
選
手
権
大
会
が
予

定
さ
れ
て
い
た
。
優
勝
者
に
は
、
こ
れ
も
前

回
と
同
様
に
横
浜
貿
易
新
報
社
提
供
に
よ
る

「
貿
易
ト
ロ
フ
イ
」、
賞
牌
が
贈
ら
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
た
。
今
回
の
「
ト
ロ
フ
イ
」

は
、
写
真
に
見
る
よ
う
に
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
と

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
か
た
ど
っ
た
も
の
と
な
っ

た
（
横
貿
一
〇
・
一
五
）。
こ
の
第
二
回
大

会
は
、
天
候
不
順
に
よ
っ
て
、
開
催
予
定
の

一
五
日
か
ら
順
延
と
な
り
、
二
二
日
に
開
催

さ
れ
た
。
出
場
選
手
は
全
三
〇
名
で
、
三
回

横浜インターナショナルミ
ニチュアゴルフコースの広告
（『横浜貿易新報』2月7日）

横浜トムサム・ゴル
フ場の広告（『横浜
貿易新報』4月2日）

横浜トムサム・ゴルフ場（『横浜貿易新報』4月5日）

横浜のベビーゴルフ場
名前 所在地 経営者

サロンベビーゴルフ 山下町136 久松國次郎

横浜万国ミニチアゴルフ 山下町53 D.H.ブレーキ

横浜トムサムゴルフ 山下町223-1 山口栄

桜木ベビーゴルフ場 桜木町1-1 杉田武造
出典：�ベビーゴルフ研究会編『ベビーゴルフの遊び方』（いづみや書店）

1931年。
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戦
ベ
ス
ト
・
エ
イ
ト
か
ら
の
結
果
が
判
明
す

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ベ
ス
ト
・
エ
イ
ト
に

は
外
国
人
二
名
を
含
め
て
、
松
井
・
大
石
・

シ
ル
バ
ー
・
ダ
ー
ウ
ン
・
矢
原
・
吉
澤
・
半

田
・
後
藤
の
八
人
が
進
み
、
準
決
勝
に
は
松

井
・
シ
ル
バ
ー
・
矢
原
・
半
田
が
進
ん
で
、

決
勝
で
は
松
井
と
半
田
が
対
戦
し
、
半
田
が

五
六
点
と
一
点
差
に
よ
り
優
勝
し
て
い
る
。

半
田
は
、
第
一
回
選
手
権
大
会
の
優
勝
者
で

あ
っ
た
（
横
貿
一
〇
・
二
四
）。

そ
の
後
の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ

選
手
権
を
開
催
し
た
横
浜
ト
ム
サ
ム
・
ゴ

ル
フ
場
は
、
冬
季
は
休
業
し
設
備
を
整
え
て

い
た
（
横
貿
三
二
・
三
・
一
一
）。
屋
外
で

行
う
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
冬
の
間
は
コ
ー
ス

が
閉
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
一
九
三
二

（
昭
和
七
）
年
三
月
、「『
春
は
ゴ
ル
フ
か
ら
』

の
意
気
込
で
」
新
装
オ
ー
プ
ン
を
す
る
こ
と

と
な
っ
た
と
報
じ
ら
れ
、「
更
に
大
衆
に
迎

合
さ
れ
る
や
う
に
」
料
金
を
値
下
げ
し
て
い

る
（
同
）。
同
日
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
を
見

る
と
、
料
金
は
一
回
三
〇
銭
、「
御
婦
人
と

学
生
」
は
二
〇
銭
で
あ
っ
た
。
先
に
見
た
記

事
に
は
、「
一
回
十
八
コ
ー
ス
に
て
四
〇
銭
、

婦
人
学
生
二

十
五
銭
」
と

あ
り
（
横
貿

七
・
二
四
）、

一
回
の
料
金

は
一
〇
銭
、

「
婦
人
学
生
」

は
五
銭
の
値

下
げ
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
に
同
月
に
は
、
川
崎
ベ
ビ
ー
ゴ
ル

フ
場
で
も
、「
奇
抜
な
興
味
深
い
コ
ー
ス
に

改
築
し
場
内
を
刷
新
」
し
た
の
で
来
遊
を
待

っ
て
い
る
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
横
貿
三
二
・
三
・
二
七
）。

三
二
年
の
春
に
は
、
こ
の
よ
う
に
オ
ー
プ

ン
を
告
知
す
る
記
事
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
以
後
、『
横
浜
貿
易
新
報
』
紙
面
で
は
、

ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
報
道
さ

れ
な
く
な
っ
た
。
後
年
、
こ
の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル

フ
の
流
行
に
つ
い
て
、
上
原
啓
二
は
「
数
年

の
間
は
盛
ん
で
あ
っ
た
が
」、
飽
き
ら
れ
て

若
干
の
コ
ー
ス
は
残
っ
た
が
多
く
が
無
く
な

っ
た
と
書
き
（
上
原
啓
二
一
九
六
九
年
）、

ま
た
、『
朝
日
新
聞
』
三
五
（
昭
和
一
〇
）

年
七
月
に
は
、
政
争
を
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
に
例

え
て
「
い
つ
ま
で
も
時
代
遅
れ
の
小
ゲ
ー
ム

に
夢
中
に
な
っ
て
」
と
の
岡
本
一
平
の
風
刺

漫
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
朝
日
三
五
・

七
・
二
五
）。
三
五
年
頃
に
は
、
す
っ
か
り

流
行
は
去
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
の
横
浜
の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
の
行

く
末
を
、
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。

花
月
園
で
は
、
昭
和
一
〇
年
代
発
行
と
さ

れ
て
い
る
「
花
月
園
案
内
図
」
に
は
、
三
一

（
昭
和
六
）
年
と
同
様
に
「
ゴ
ル
フ
」
場
が

描
か
れ
て
い
る
が
、
三
六
（
昭
和
一
一
）
年

以
降
と
さ
れ
て
い
る
「
竹
生
島
弁
才
天
奉
安

所
花
月
園
案
内
図
」
に
は
、
同
じ
場
所
に

「
小
猿
山
」
と
あ
り
、
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
は

無
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
ゴ
ル
フ
場

は
戦
後
、
花
月
園
競
輪
場
と
な
っ
て
も
存
在

し
て
い
た
」（
斎
藤
美
枝
二
〇
〇
七
年
、
三

〇
五
頁
）
と
の
記
述
も
あ
り
、
何
ら
か
の
か

た
ち
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

関
内
地
区
の
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て

は
、
昭
和
初
期
の
火
災
保
険
図
に
よ
り
土
地

の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
「
関
内
方
面

№
11
」
を
見
る
と
、「
横
浜
ト
ム
サ
ム
・
ゴ

ル
フ
場
」
の
山
下
町
二
二
三
（
正
確
に
は
二

二
三
ノ
一
）
に
は
、
建
物
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
場
所
は
、
三
〇
年
頃
に
は
ゴ
ー
バ
イ
・

カ
ラ
ン
ジ
ャ
・
リ
ミ
テ
ッ
ト
の
所
有
と
あ
り

（『
横
浜
市
土
地
宝
典　

中
区
之
部
』）、
関

東
大
震
災
に
よ
っ
て
神
戸
に
移
っ
た
イ
ン
ド

系
貿
易
商
の
所
有
で
あ
っ
た
。
同
社
は
神
戸

市
磯
上
通
に
あ
り
（『
神
戸
市
商
工
名
鑑
』

昭
和
五
年
）、
山
下
町
二
二
三
は
、
そ
の
後

も
空
き
地
の
ま
ま
で
、
余
り
活
用
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

山
下
町
五
三
は
、
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に

は
空
き
地
で
、
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
五
階
建
て
の
「
ヘ
ル

ム
ハ
ウ
ス
」（
火
災
保
険
図
「
関
内
方
面

№
19
」
で
は
ヘ
ル
ム
ビ
ル
）
が
建
設
さ
れ
て

い
る
。
一
階
に
ヘ
ル
ム
商
会
が
入
り
、
上
部

は
ア
パ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

山
下
町
一
三
六
は
、
現
在
の
横
濱
媽
祖
廟

近
辺
に
あ
た
る
が
、
三
〇
（
昭
和
五
）
年
「
関

内
方
面
№
13
」
で
は
、
神
奈
川
モ
ー
タ
ー
商

会
の
工
場
等
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
よ

う
に
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
が
造
ら
れ
て
い
た
か

は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

桜
木
町
一
─
一
は
、
横
浜
市
中
央
授
産
所

（
興
産
館
）
な
ど
が
あ
っ
た
場
所
で
、
三
〇

年
「
戸
部
方
面
追
加
Ａ
」
で
は
、
一
─
一
─

九
に
空
き
地
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
開
設
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
が
不
明
で
あ
る
。

一
九
三
一
年
、
全
国
的
に
族
生
し
た
ベ
ビ

ー
ゴ
ル
フ
場
は
、
流
行
が
去
っ
た
後
に
も
、

若
干
は
残
っ
て
い
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
多

く
は
消
え
て
い
っ
た
。

【
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献
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友
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寅
吉
『
ベ
ビ
ー
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）
ゴ

ル
フ
』（
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ゴ
ル
フ
商
会
）
一
九
三
一
年
、

ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
研
究
会
編
『
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
の
遊
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方
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づ
み
や
書
店
）
一
九
三
一
年
、〔
商
店
界
〕

編
輯
部
「
ベ
ビ
ー
ゴ
ル
フ
場
の
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界
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第
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一
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第
八
号
）
一
九
三
一
年
八
月
、
上

原
敬
二
『
庭
園
入
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講
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五
巻
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書
店
）

一
九
六
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年
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藤
美
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『
鶴
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井
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誌
』
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号
）
一
九
八
五
年
、
読
売
新
聞
社

横
浜
支
局
編
『
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
語
る
神
奈
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年
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隣
堂
）
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〇
〇
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年
、
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藤
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「
一
九
三
〇
年
代
後
半
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横
浜
中
華
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と
そ
の
周

辺
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横
浜
開
港
資
料
館
紀
要
』
二
九
）
二
〇
一

一
年
。『
朝
日
新
聞
』
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蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、『
読

売
新
聞
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ヨ
ミ
ダ
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史
館
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新
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文
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※
新
聞
名
は
略
称
、
年
月
日
の
う
ち
、

昭
和
六
年
の
記
事
は
年
を
省
略
し
た
。

�

（
百
瀬
敏
夫
）

「貿易トロフイ」
（『横浜貿易新報』10月15日）




